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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】令和1年12月19日(2019.12.19)

【公表番号】特表2018-536144(P2018-536144A)
【公表日】平成30年12月6日(2018.12.6)
【年通号数】公開・登録公報2018-047
【出願番号】特願2018-513367(P2018-513367)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｓ   7/481    (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ  17/89     (2006.01)
   Ｇ０１Ｃ   3/06     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  26/10     (2006.01)
   Ｇ０１Ｓ   7/487    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｓ    7/481    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｓ   17/89     　　　　
   Ｇ０１Ｃ    3/06     １２０Ｑ
   Ｇ０１Ｃ    3/06     １４０　
   Ｇ０２Ｂ   26/10     １０９Ｚ
   Ｇ０１Ｓ    7/487    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年11月8日(2019.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信（ＴＸ）経路上の振動光ファイバーカンチレバーシステムであって、
　　間隔を置いてレーザーパルスを放出するレーザー放出要素と、
　　圧電セラミックチューブ及び光ファイバーケーブルであって、前記光ファイバーケー
ブルの自由端が、前記圧電セラミックチューブの自由端の外に所定の長さだけ延び、前記
圧電セラミックチューブが、振動が前記光ファイバーケーブルの前記自由端において増幅
されるように、信号によって駆動されて前記振動光ファイバーカンチレバーシステムの共
振周波数において振動し、前記光ファイバーケーブルの前記自由端の動きが所定の走査パ
ターンに従い、レーザーパルスが前記光ファイバーケーブルの前記自由端から出て、前記
ＴＸの光学系を通ってターゲットに投射される、圧電セラミックチューブ及び光ファイバ
ーケーブルと、を備える、振動光ファイバーカンチレバーシステムと、
　受信（ＲＸ）経路の２次元（２Ｄ）光センサーアレイであって、ＲＸの光学系を備え、
前記ターゲットで反射された光が前記ＲＸの光学系によって２Ｄ光センサーアレイ上に集
められる、２Ｄ光センサーアレイと、
　ダイナミックスイッチ及び１つまたは複数の時間測定変換器と、を備え、
　前記レーザーパルスが投射される方向に基づいて、前記ダイナミックスイッチが、前記
反射光を受けると予想される前記２Ｄ光センサーアレイ中の１つまたは複数の特定の光セ
ンサーからの出力を前記時間測定変換器にルーティングする、ライダーデバイス。
【請求項２】
　前記時間測定変換器が、時間－デジタル変換器（ＴＤＣ）またはアナログ－デジタル変
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換器（ＡＤＣ）のいずれかである、請求項１に記載のライダーデバイス。
【請求項３】
　前記２Ｄ光センサーアレイが、アバランシェフォトダイオード（ＡＰＤ）またはＰＩＮ
フォトダイオードを含む、請求項１に記載のライダーデバイス。
【請求項４】
　ライダーデバイスを実装するための方法であって、
　送信（ＴＸ）経路上の振動光ファイバーカンチレバーシステムを実装するステップであ
って、
　　レーザー放出要素によって、間隔を置いてレーザーパルスを放出するステップと、
　　圧電セラミックチューブ及び光ファイバーケーブルを用いて走査するステップであっ
て、前記光ファイバーケーブルの自由端が前記圧電セラミックチューブの自由端の外に延
び、前記圧電セラミックチューブが、前記振動光ファイバーカンチレバーシステムの共振
周波数において振動するように信号によって駆動され、前記光ファイバーケーブルの前記
自由端の動きが所定の走査パターンに従い、前記レーザーパルスが、前記光ファイバーケ
ーブルの前記自由端においてＴＸの光学系を通してターゲットに投射される、走査するス
テップと、を備える、振動光ファイバーカンチレバーシステムを実装するステップと、
　受信（ＲＸ）経路上の２次元（２Ｄ）光センサーアレイを実装するステップであって、
　　前記ターゲットで反射された光をＲＸの光学系によって２Ｄ光センサーアレイ上に集
めるステップと、
　　前記レーザーパルスが投影される方向に基づいて、前記集められた光を受けると予想
される前記２Ｄ光センサーアレイ中の１つまたは複数の特定の光センサーに前記集められ
た光の出力を、１つまたは複数の時間測定変換器にダイナミックにスイッチングするステ
ップと、を備える、２Ｄ光センサーアレイを実装するステップと、
　を備える、ライダーデバイスを実装するための方法。
【請求項５】
　前記時間測定変換器が、時間－デジタル変換器（ＴＤＣ）またはアナログ－デジタル変
換器（ＡＤＣ）のいずれかである、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記２Ｄ光センサーアレイが、アバランシェフォトダイオード（ＡＰＤ）またはＰＩＮ
フォトダイオードを含む、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　送信（ＴＸ）経路上の振動光ファイバーカンチレバー手段であって、
　　圧電セラミックチューブ及び光ファイバーケーブルであって、前記光ファイバーケー
ブルの自由端が、前記圧電セラミックチューブの自由端の外に所定の長さだけ延び、前記
圧電セラミックチューブが、振動が前記光ファイバーケーブルの前記自由端において増幅
されるように、信号によって駆動されて振動光ファイバーカンチレバーシステムの共振周
波数において振動し、前記光ファイバーケーブルの前記自由端が所定の走査パターンに従
う、圧電セラミックチューブ及び光ファイバーケーブルと、
　　ＴＸの光学系手段であって、レーザーパルスが前記光ファイバーケーブルの前記自由
端から出て、前記ＴＸの光学系手段を通ってターゲットに投射される、ＴＸの光学系手段
と、を備える、振動光ファイバーカンチレバー手段と、
　受信（ＲＸ）経路の２次元（２Ｄ）光センシング手段であって、ＲＸの光学系手段を備
え、前記ターゲットで反射された光が前記ＲＸの光学系によって２Ｄ光センサーアレイ上
に集められる、２Ｄ光センシング手段と、
　ダイナミックスイッチ及び１つまたは複数の時間測定変換器と、を備え、
　前記レーザーパルスが投射される方向に基づいて、前記ダイナミックスイッチが、前記
反射光を受けると予想される前記２Ｄ光センサーアレイ中の１つまたは複数の特定の光セ
ンサーからの出力を前記時間測定変換器にルーティングする、ライダーデバイス。
【請求項８】
　コードを含む非一時的コンピュータ可読媒体であって、プロセッサによって実行される
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と、プロセッサに、
　ライダーデバイスの送信（ＴＸ）経路上の振動光ファイバーカンチレバーシステムを駆
動するステップであって、前記振動光ファイバーカンチレバーシステムが、
　　圧電セラミックチューブ及び光ファイバーケーブルを備え、前記光ファイバーケーブ
ルの自由端が、前記圧電セラミックチューブの自由端の外に所定の長さだけ延び、前記圧
電セラミックチューブが、振動が前記光ファイバーケーブルの前記自由端において増幅さ
れるように、信号によって駆動されて前記振動光ファイバーカンチレバーシステムの共振
周波数において振動し、前記光ファイバーケーブルの前記自由端の動きが所定の走査パタ
ーンに従う、振動光ファイバーカンチレバーシステムを駆動するステップと、
　間隔を置いてレーザーパルスを放出するレーザー放出要素を駆動するステップと、
　ＴＸの光学系を駆動するステップであって、レーザーパルスが前記光ファイバーケーブ
ルの前記自由端から出て、前記ＴＸの光学系を通ってターゲットに投射される、ＴＸの光
学系を駆動するステップと、
　前記ライダーデバイスの受信（ＲＸ）経路の２次元（２Ｄ）光センサーアレイを駆動す
るステップと、
　ＲＸの光学系を駆動するステップであって、前記ターゲットで反射された光が前記ＲＸ
の光学系によって２Ｄ光センサーアレイ上に集められる、ＲＸの光学系を駆動するステッ
プと、
　前記レーザーパルスが投射される方向に基づいて、前記集められた光を受けると予想さ
れる前記２Ｄ光センサーアレイ中の１つまたは複数の特定の光センサーに前記集められた
光の出力を、１つまたは複数の時間測定変換器にダイナミックにスイッチングするステッ
プと、
　を備える方法を実行させる、非一時コンピュータ可読媒体。
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